
（１）みどりの現況

第１章 みどりの風を感じる大阪を目指して

１．計画策定の背景と意義
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市街地では･･･
鎮守の森などが点在するほか、都市公園

や街路樹の整備などを通じて新たなみ

どりも創出されてきていますが、都市化

の進展により新たな緑化スペースの確

保が困難であるため、府民の生活環境を

とりまくみどりは質・量ともまだ十分と

はいえません。

森林エリアでは･･･
北摂・金剛生駒・和泉葛城の三

山系からなる森林が府域の３

分の１を占め、大阪のみどりの

核と位置づけられます。近年は

手入れ不足などによる荒廃が

顕著になっています。

臨海部では･･･
親水性に優れたみどりの拠点

や一部自然海岸も見られます

が、産業･物流用地、港湾施設

等の土地利用が進み、府民が身

近に親しめるみどりが乏しい

地域です。

平成 7 年度からの 10 年間で、地域制緑地は森林や

農地の減少等により約 400ha 減少し、施設緑地は公

園整備などにより約 800ha 増加しています。これに

より、地域制緑地と施設緑地を足した緑地面積は、府

域の約 4 割を維持しています。

緑地の大阪府面積に対する割合と推移

緑地面積

約 4 割

農空間では･･･
里山や田園のみどりが、農村の

人々の生活の中で育まれてき

ましたが、農林業に係わる担い

手の減少や都市化の進展など

により減少、遊休化が進み、豊

かな環境の劣化が危惧されて

います。

服部緑地
鶴見緑地

石川

大泉緑地

久宝寺緑地
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市街地におけるみどりの状況

市街地の緑被率(樹林・樹木)の推移
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分 類 率（％）

樹木・樹林地 9.9

草 地 4.1

農 地 3.2

裸 地 5.7

水 面 2.5

分類別のみどりの現況(H14)

※緑地面積約 78,600ha

大阪府域面積

約 189,683ha(H17末現在)

緑地の内訳（重複控除あり）

73,300 72,900

4,900 5,700

H7年度 H17年度

計：78,200ha 計：78,600ha

施設緑地

地域制緑地



（２）みどりに対する府民の声
平成 21 年７月に実施した政策マーケティング調査「大阪のみどりについて」では、アンケートモニター

約 2000 名の方から、次のとおりご意見をいただいています。
・おおさかＱネット登録のアンケートモニター2,136 名 回答 1,661 名 回答率 77％

・調査期間：平成 21 年 7 月 2 日～12 日

① 大阪(府域全体)のみどりについて、「少ない」「ほとんどない」と感じる府民が約５割、

都市部のみどりについては約８割の府民が「少ない」「ほとんどない」と感じている

② 最近府内で自然環境に触れた、緑化活動に取り組んだとする府民は約４割、

その主な内容は「自宅の庭などにおけるガーデニングなど」、「緑の多い町並みなどの散策」、

「公園やみどりの多い施設等での余暇活動」、「山や海、川などでの余暇活動」
(数値は年数回程度以上とする府民の割合の平均)

③ 大阪におけるみどりをつなぎ、広げ、増やしていくことについて、「進めるべき」(75%)、「どちらかと

いえば進めるべき」(23%)とする府民は 98％。

その主な理由は

(複数回答)

④ みどり豊かな大阪にしていくために、必要だと思う主な取組は

⑤ みどり豊かな大阪にするために府民が「協力したい」「機会があれば協力したい」とする主な内容は
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みどりが少ない,
58.2%

大阪(府域全体)のみどりについてどう感じているか 大阪府域の都市部のみどりについてどう感じているか

街路樹を増やしたり、花を飾るなど木陰で快適に歩ける歩道を増やす

公園やポケットパークなど緑の中でくつろげる空間を増やす

河川・水路を整備し、水辺に親しみやすくする

開発の規制やボランティア活動などで山や海の自然環境を守る

建物の壁面や屋上を緑化する

大規模商業施設や工場等の駐車場や道路沿いを緑化する

自宅の庭などにおけるガーデニング

公園や道路など公共空間における緑化活動への参加

自然環境保全等に関するボランティア活動への参加

みどりに関する募金への寄付

ボランティア活動や緑化を行える敷地の貸し出しや資機材の提供
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(複数回答)

みどりの中でにぎわえる仕掛けを増やす

(複数回答)

24%

37%

41%

42%

43%

60%
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がありそうだから

くなるから

じられるから

しくなるから

があるから

されるから空気が浄化されるから

癒しの効果があるから

まちが涼しくなるから

季節が感じられるから

景観が良くなるから

教育に良い影響がありそうだから



（３）みどりを取り巻く課題と対応

① 広域的なみどりのネットワークが必要

これまで森林の保全や都市部の緑化などをそれぞれ進めてきましたが、都市近郊に自然豊かな山系や海辺

があるという立地が活かされておらず、都市部では比較的身近なところに豊かなみどりがあるということ

が実感できていません。

⇒みどりの連続性を強化し、海～街～山をつなぐ「みどりの軸」を創出する必要があります。

■図１ 大阪駅と東京駅の位置を合わせ、東京都の東西を逆にして重ね合わせた図

② 府民が実感できるみどりづくりが必要

(2)のアンケート調査でもあったように、府民が実感できるみどりが不足している中、「地球温暖化」や

「ヒートアイランド現象」、「生物多様性の低下」など、新たな環境問題も進行しています。

⇒ＣＯ２の吸収をはじめ、みどりの多様な機能を発揮させる「周辺山系など既存のみどりの保全・再生」、

多様なみどりを増やし、つなぎ、広げる「みどりの量的充足」、

暮らしの豊かさや安全・安心、生物多様性確保などに資する「みどりの質の向上」

を同時に進めていく必要があります。

○大阪における熱帯夜日数はこの 30 年間で約 1.9 倍、
他主要都市に比べても多い

○この 100 年間の気温上昇「地球全体では約 0.6℃」、
「日本全体で約 1.0℃」に比し「大阪で約 2.0℃」

■表１ 年平均気温の推移 ■表２ 大都市における熱帯夜日数（5 年移動平均）

■表３ ソメイヨシノの開花日の推移

○サクラ開花日は年々早まり、
特に大阪では他の都市より
も早くなる傾向
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○大阪では東京に比べ海から山までの距離が短

い。大阪では約 20km（東京では約 45km）



③ 連携・協働の機運を活かし、高めるみどりづくりが必要

周辺山系における「森林ボランティア」活動や、道路・河川等における「アドプト制度」など、

府民･ＮＰＯ･企業･行政などが連携･協働して、みどりの保全･創出に取組む機運が高まっています。
・特定非営利活動促進法(ＮＰＯ法)の制定(H10)、指定管理者制度等の創設
・企業の社会的責任(ＣＳＲ)活動の高まり

⇒民間の力を活かした「みどりのマネジメント」の仕組みづくりが必要です。

また、市町村や民間との連携により「みどりの連続性」を創出していくことも重要です。
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■表４ 府内に生息・生育する生きものの種数と、そのうち絶滅の恐れがある種などとして

「大阪府レッドデータブック」(府 RDB)で取り上げられている種数とその割合

参 画

参 画

参 画

参 画

神於山保全活用
推進協議会

保全活用のプランニング
グランドワークの推進
イベント等のＰＲ活動

活動ﾒﾆｭｰ別の部会等の設置
（実践活動）

自然再生目標 学 校都市住民

交流・体験・参加交流・体験・参加

＊市民協議会
＊町 会

コミュニティを通じた保全活用

＊光明座中
＊神 於 寺

憩いの場・学習の場・森づくりの場の
提供

＊保全くらぶ
＊春木川
＊ﾄﾗｽﾄ協会

継続的なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、
森づくり活動、水系一体となった取組
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への助言

＊国（林野・環境）

＊大阪府
＊岸和田市、教育委員会

事業実施、情報提供、現況調査
予算措置、道具・機材の提供
専門的な助言

＊JA岸和田
＊ファーム21

農体験実施の技術指導
活動支援・情報提供、農機具の貸与
専門的知識

農 業 者

＊森林組合
＊市林推協

森づくり活動への技術支援
専門的知識

＊魚庭の森
づくり協議会

森づくり活動
水系一体となった取組

森林所有者 NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

行 政

地 域

林 業 者

漁 業 者

「神於山地区自然再生全体構想」より

＊シャープ(株)

森づくり活動への参画
社会貢献活動

企 業

参 画

参 画

参 画

参 画

神於山保全活用
推進協議会

保全活用のプランニング
グランドワークの推進
イベント等のＰＲ活動

活動ﾒﾆｭｰ別の部会等の設置
（実践活動）

自然再生目標 学 校都市住民

交流・体験・参加交流・体験・参加

学 校都市住民

交流・体験・参加交流・体験・参加

＊市民協議会
＊町 会

コミュニティを通じた保全活用

＊光明座中
＊神 於 寺

憩いの場・学習の場・森づくりの場の
提供

＊保全くらぶ
＊春木川
＊ﾄﾗｽﾄ協会

継続的なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、
森づくり活動、水系一体となった取組
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への助言

＊国（林野・環境）

＊大阪府
＊岸和田市、教育委員会

事業実施、情報提供、現況調査
予算措置、道具・機材の提供
専門的な助言

＊JA岸和田
＊ファーム21

農体験実施の技術指導
活動支援・情報提供、農機具の貸与
専門的知識

農 業 者

＊森林組合
＊市林推協

森づくり活動への技術支援
専門的知識

＊魚庭の森
づくり協議会

森づくり活動
水系一体となった取組

森林所有者 NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

行 政

地 域

林 業 者

漁 業 者

「神於山地区自然再生全体構想」より

＊シャープ(株)

森づくり活動への参画
社会貢献活動

企 業

「神於山地区自然再生全体構想」より（一部加筆）

こうみょう ざなか

をよくする市民の会

■図２ 神於山
こ う の や ま

（岸和田市）での自然再生の取り組み

分 類
大阪府に生息・生育

する生きものの種数

大阪府 RDB で取り

上げられている種数
％

ほ乳類 33 14 42

鳥類 365 112 31

は虫類 20 9 45

両生類 18 11 61

淡水魚類 130 54 42

昆虫類 5,567 186 3

陸産・淡水産貝類 156 59 38

植物 2,436 451 19

合計 8,725 896 10

○府内生息種のうち絶滅の恐れがある種の割合は全体で約１割、両生類では約６割


